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宮城県多賀城高等学校・石川県立輪島高等学校交流会 

 

 宮城県多賀城高等学校災害科学科の生徒が、石川県立輪島高等学校の生徒へ日頃の災害科学科 

の取組を説明し、自然災害、防災・減災・伝災の学びの意義を伝えることで、能登半島地震を経 

験した輪島高等学校の生徒が、今後の町の復興やその経験・教訓の伝承、社会への発信等をどの 

ようにしていくべきかについて共に考えます。また、多賀城高校文化祭の売り上げの一部を支援 

金として贈呈し、能登半島地震における被害の復旧・地域の復興の一助としていただきます。 

本校生徒と輪島高等学校の生徒との交流等の様子について、報道関係の皆さまにおかれまして 

は、ぜひ取材してくださるようお願いします。 

 

１ 日 時  令和６年９月２７日（金曜日）午後２時３０分から午後５時まで 

 

２ 場 所  宮城県多賀城高等学校 iRis Hall （宮城県多賀城市笠神二丁目１７番１号） 

 

３ 参加者  石川県立輪島高等学校（生徒１４名、教員３名） 

宮城県多賀城高等学校災害科学科（１、２年生）、災害科学科卒業生５名 

 

４ 内 容 

活 動 時 程 備 考 

津波伝承まち歩き 14:30～16:00 災害科学科OGによるガイド 

移動 （多賀城駅～iRis Hall）   

意見交換会 16:30～17:00  

 挨拶・支援金贈呈 16:30～16:35  

自己紹介 16:35～16:40 グループワーク 

 防災・減災、 

復旧 ・復興、伝承について 

16:40～17:00 グループワーク 

閉会  時間があれば質疑応答 

 

※取材を希望される場合は、9月２４日（火曜日）までに上記担当までご連絡ください。 

 

 

 


